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千葉県勤労者スキー協議会第6回総会に際して

千葉県勤労者スキー協議会

会長 東山 千恵子

ちばスキー協も再結成6年を迎える事ができました。

参加３クラブとそのクラブ員全員の協力によるものと感謝いたします。

新型コロナウィルス感染が拡大し、各クラブが実施を予定していた行事も後半のいくつ

かの行事は中止になりました。

しかし、ちばスキー協が予定していた、「県指導員研修会」や「合同ツアーは」なんと

か実施することができ、感染者も出さずにすみました。

来シーズンのスキー祭典開催に向け、検討を始めましたが、新型コロナウィルスの感染

の収束の見通せない現状では，開催は困難と判断し「千葉県スキー祭典」を断腸の思いで

中止といたしました。また、来シーズンの活動を休止したクラブも出ました。

こうした状況の中、ちばスキー協としてスキー祭典に代わる行事を組める状況ではあり

ませんが、クラブ員各人が感染拡大防止に細心の注意を払い実施いただく行事については、

可能な限りの支援を行っていきたいと考えています。

ゲレンデや宿の情報提供、指導員の派遣、計画立案など可能な範囲で支援させていただ

きますので、遠慮なくご相談ください。

ツアー実施を考えているクラブには、これまでどおり協力を惜しまないつもりです。加

えて、県スキー協として「学習会」「合同ツアー」「指導員研修」「指導員受験のバックア

ップ」等については、実施する予定です。

また、顔を合わせて話せる機会が少なくなる中で、絆を保つためのアイテムとしての「ス

キー協だより」や「ホームページ」を充実させ、各クラブの活動状況や行事予定を共有し

ていきたいと考えています。

全国スキー協、関東ブロック等の行事については、予定がはっきりしない部分もありま

すが、積極的に参加し、活動の幅を広げていきたいと考えています。

こんな状況ではありますが、スキー協会員になって良かったと言ってもらえる組織作り

を目指します。

皆様の協力をお願いします。
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千葉県勤労者スキー協議会第6回定期総会開催に際して

新日本スポーツ連盟千葉県連盟

理事長 園 川 峰 紀

千葉県勤労者スキー協議会第6回定期総会おめでとうございます

スキー協議会からは、県連盟に副理事長として本田さんを、事務局長に佐々木さんを、

さらに理事として東山さんを、それぞれご選出いただき感謝に堪えないところです。また、

残念ながら今年は実施できなかった県連盟主催の青葉の森・リレーマラソンなどにも運営

スタッフを派遣頂くなどお手伝いいただいております。このような協議会の枠を超えた活

動、助け合いにこそ新日本スポーツ連盟の真骨頂ではないかと、貴協議会の活動に刮目い

たしております。

昨年度から今年度にかけての最大の特徴は、コロナ禍における活動ということではない

でしょうか。千葉県連盟も対面会合による総会を見送り、文書議決という、かつて例のな

い方法で総会を乗り切らせていただきました。

スノースポーツにおきましても、コロナ禍のもと修学旅行などの団体のキャンセル、都

道府県をまたいだ移動の自粛要請などにより、スキー場の閉鎖・倒産、ホテル・旅館・民

宿・ペンションなどの廃業の知らせもそこここから届いてきます。

加えて、経済活動の自粛・縮小などにより非正規労働者等を中心にその日その日の生活

もままならない国民が急激に増加し、余暇やスポーツに目を向ける余裕すら奪われている

状況となっています。にもかかわらず、政府はオスプレイの木更津配備、辺野古米軍新基

地の埋立強行、後年度負担によるイージスアショアやF35ステルス戦闘機等米国製兵器の

爆買いなど、国民の気持ちを逆なでするような政策を強行し続けています。こうした政策

は、国民の日常生活を脅かし、スポーツは文化・権利という新日本スポーツ連盟の考え方

や活動をも脅かす内容となっています。

千葉県連盟としても反核平和の取り組みを一層進め、スポーツ予算増額の署名などにも

取り組むことを今年度の総会において確認しました。スキー協議会の皆様におかれまして

も、多くのスポーツ愛好者の仲間とともに、私どもの活動にご参加いただけることを願っ

ております。

新しい活動スタイルが求められる時期に、スキー協議会において第6回の定期総会を開

催されることは大変意義深いことと感じております。

第6回の総会が成功裏に終わる事をお祈りして、ご挨拶とさせていただきます。
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千葉県勤労者スキー協議会

2020年総会次第

司会進行 鳴海副会長

総会次第の説明 （ ）

総会役員選出 （ ）

議 長 （ さん： クラブ）

総会書記 （ ）

会長挨拶 （東山会長）

議案提案

１ 2019年度シーズン活動経過報告 ・・・・・・佐々木（睦）

２ 2019年度決算報告 ・・・・・・・・・・・・松野

３ 2020年千葉県スキー祭典会計報告 ・・・・・松野

４ 2019年度決算監査報告 ・・・・・・・・・・一柳

（休憩）

５ 2020年度シーズン活動方針（案） ・・・・・東山

６ 2020年度予算案 ・・・・・・・・・・・・・松野

質疑

採決

2020年度役員選出

閉会の挨拶

＊総会終了後懇親会を予定しておりますので，出欠について児玉運営委員までご連絡く

ださい。
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議案第1号 2019年度シーズン 活動経過報告

１ 会員拡大とクラブ増を目標とした活動

千葉県勤労者スキー協議会（以下「千葉県スキー協」という）第５回総会（2019

年6月16日）時におけるクラブ数は３，会員数は44名でした。

この間のクラブ員拡大の経験は、スキー祭典に継続してきていただいてる方や初め

て来られた方に声をかけクラブ行事等に参加いただき、会員になっていただくという

ものでしたが。今シーズンは新型コロナウィルスの感染拡大が進む中で緊急事態宣言

が出されるなど、クラブ行事自体が困難になる状況下に置かれ、こうした取り組みが

できませんでした。

そのため、今年度の会員拡大は0にとどまりました。

一方で、千葉スキー協のために尽力いただいた津島初級指導員が逝去されるなど、

会員減少はつづき、結果として減勢となってしまいました。

また，クラブを増やす取り組みは事実上行われてきませんでしたが，クラブ員の要

望に添った競技や山スキーなど、活動の幅を広げる上でも、新たなクラブを展望して

いくことは重要です。

２ 全国スキー協公認資格者を増やし技術向上をはかる活動

ちばスキー協として、2019年度指導員養成研修に受験者を送り出すことはできま

せんでした。

体調、仕事、コロナ禍など様々な条件に阻害されたとはいえ、指導員を増やす取り

組みは重要です。

次年度に向け、多くの受験者を発掘し、新たなまたは高いレベルの指導員を養成し、

ちばスキー協の技術向上、組織力向上を目指す必要があります。

中級指導員が２名以上そろえば、千葉県スキー協でも初級指導員の養成・検定も行

えるようになり、受験の機会も広がる事になります。

スキー祭典でのスキー教室では，東京のスキークラブ（てんとおむしスキークラブ）

の指導員に援助いただいていますし，各クラブで取り組まれるスキーツアーでも十分

な技術指導ができていない状況もあり、指導員の養成は急務となっています。

クラブ員の要求実現のためにも，各クラブでのスキー教室の開催は重要です。各ク
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ラブのツアー行事でどのようにスキー教室が取り組まれているのか把握し，不十分な

点について援助していく必要があります。

技術向上における指導員が果たすべき役割は大変大きなものがあります。その意味

で，指導員自身の技術的向上は不可欠です。

2019年度シーズンは中央研修会に4名が参加したほか，競技会，レベルアップ講

習，教程研修，応用研修など多くの技術向上に努めました。

こうした技術向上の取り組みに対し，今年度も、競技会については参加費を補助す

るなど一定の支援を実施してきました。また，指導員研修などについても一定の支援

を行って参りました。

ちばスキー協技術部の2回目の取り組みとして、2019年11月16日（土）に、合

格したばかりの佐々木中級指導員に「シーズンイン前のセルフチェック」をメインテ

ーマに学習会に取り組みました。

参加者からは、「わかりやすかった」「ビデオを見ながら説明されると一層理解が進

む」「藤本さんの体操教室がよかった」などの感想が寄せられました。

2019シーズンで特筆すべきは、雪上での技術部会を初めて開催できたことです。

ちばスキー協の全指導員６名が参加し、志賀高原横手山スキー場において、受講生

役として素喜人の高山さんと華麗の会の奥山さんにもご参加いただき、各指導員の指

導方法や新協定の技術について２日間にわたって学習を深めてきました。

３ 行事の計画開催

以下の行事に取り組みました。

①第５回総会

開催日時：２０１９年６月１６日（日）14時～

会 場：船橋市道祖会館

出 席 者；１０名 （委任状１３名）

内 容：・2018年度シーズン活動報告
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・2018年度会計報告及び会計監査報告

・2019年スキー祭典収支報告

・2019年度予算（案）

・2019年度シーズン活動方針（案）

・2019年度役員選考

会 長：東山（華麗の会）

副 会 長：鳴海（スノーバレー）

会 計：松野（素喜人）

事 務 局：佐々木睦（素喜人）

運営委員：児玉・佐々木義（華麗の会）

藤本（スノーバレー）

本田（素喜人）

会計監査：一柳（素喜人）

＊技術部 本田（素喜人）

鳴海（スノーバレー）

児玉（華麗に滑ろうスキー&ボードの会）

全国連盟・関東ブロック関係

技術部員：本 田（素喜人）

競技部員：佐々木（素喜人）

②技術部学習会

開催日時：2019年11月16日（土）14時00分～

会 場：船橋市道祖会館

出 席 者： １３名

講 師：佐々木 睦昭 さん（中級指導員）

内 容：①藤本さんの体操教室

②シーズンイン前滑りのセルフチェック－矯正するための練習方法
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③2020年（第55回）千葉県スキー祭典

開催日時：2020年2月８日（金）～11日（月）

会 場：志賀高原（ホテルアララギ）

出 席 者；50名（内訳 会員14名、会員外26名（内初参加９名）、指導員10名）

内 容：・バス1台で開催

・9名が現地参加

・てんとおむしスキークラブ（東京）から3名の指導員を派遣いただき，

計10名の指導員が講習

総 括：・予約していたマウント志賀（昨年宿泊）の屋根が台風により破損して

宿泊できないという状況の中、開催も危ぶまれましたが、旅行会社の

協力の下なんとか開催にこぎつけました。

・宿泊人数を50名に制限されるなど厳しい運営を余儀なくされました。

・スキー教室も外部講師３名の協力があってできている実態があり，千

葉県の指導員養成がますます必要性を増しています。

・交流会では現地サポーターの皆さんが、司会やレクリェーションの運

営に協力、奮闘し、会場を盛り上げてくれました。

「とても楽しかった」という感想をたくさん頂きました。

・班ごとのスキー講習では「少人数で良かった」「丁寧に教えていただ

いた」などの声を寄せていただきましたが、「もう少し自由に滑れる

時間が欲しかった」などの意見も寄せられました。

・教室人数が少なくて細かな指導ができた反面、班別交流会などでは人

数が少なくて寂しい思いをした班もあった。

・宿がスキー場に近くて好評だった。スキー場（一の瀬ファミリーゲレ

ンデ）も志賀の中央に位置し、どこのスキー場に足を伸ばすにしても

アプローチしやすかった。

・アンケート用紙の積み忘れなどのケアレスミスが多かった

・日程変更については、好意的な意見が多かった。
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④千葉県スキー協合同行事

開催日時：2020年3月6日（夜）～8日（日）

会 場：志賀高原一ノ瀬スキー場（ホテル山楽）

参 加 者：9名

（内訳 スノーバレー2名 華麗の会1名 素喜人5名、未加盟1名）

内 容：・新型コロナウィルスの感染拡大が叫ばれる中、緊急事態宣言前という

ことで、合同行事として、素喜人の志賀高原ツアーを位置づけし、実

施しました。

・ツアーには長野県安曇野在住の野村さんも参加くださいました。

・フリー滑走班を児玉さんが担当し、初心者・スキルアップ希望者は佐

々木さんが担当しました。

・佐々木さんの班ではビデオ撮影を行い、それぞれの欠点や長所などを

客観的に見ながら、練習を重ね、第三者から見ても上達したといえる

ような滑りになっていました。

・交流は夜遅くまで盛り上がりました。

総 括： コロナ禍でキャンセルが相次ぎ実施も危ぶまれましたが、皆さんの協

力でなんとか開催することができました。

また，一昨年の総括でスキーツアー以外のオフシーズン企画を位置づ

けることを検討するとしていましたが、検討する事はできませんでした。

⑤千葉県スキー協指導員研修会（雪上）

開催日時：2020年3月28日（土）～29日（日）

会 場：志賀高原横手山スキー場（志賀高原ロッジ）

参 加 者：8名

（内訳 指導員6名＋受講生役2名）

内 容：・指導員の指導技術向上を目的に、各人が行ってきた指導法を演じても

らい、他の指導員と共有化を図りました。また、優れた点を吸収し自

分の指導法をより高めてもらう取り組みを行いました。

・佐々木指導員の指導により、新教程の滑りを実践し検証しました。

総 括： 受講生役で参加した人たちからも是非来年度も実施してほしいという

声をいただきました。
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千葉県に中級指導員が誕生したことにより、千葉県独自で指導員研修

会を実施することができたことは、大きな前進でした。

４ スポーツ連盟・全国スキー協・スキー協各ブロック等が主催する行事への参加

＜別表参照＞

今年は東京スキー協のスキー競技大会が雪不足で中止となり、競技会は全国のみ

となりました。

全国競技会の団体戦で、千葉県は昨年より順位を一つあげて11位となりました。

個人の成績では男子4部に出場した佐々木さんがＧＳでは1本目は転倒しましたが、

2本目では3位に入り、さらにはＳＬでは準優勝するという快挙を成し遂げました。

来シーズンはより多くの参加者で団体戦の入賞を目指しましょう。

別表に記載した以外にも，各種レベルアップ講習，さらには他県のクラブ主催ツ

アーなどにも参加し，交流の輪を広げてきました。

全国スキー協のもう一つの重要な取り組みである，「スノースポーツにおいて世

界選手権大会、オリンピック・パラリンピック等国際大会への選手派遣の拡大につ

いての請願署名」にも取り組んできましたが，まだまだ，個人レベルでの取り組み

にしかなっていない状況ですが、北京冬季オリンピック・パラリンピックまで継続

的に取り組む方針が出されています。今後、組織として大々的に取り組むことが求

められています。

会員一人あたり１０名を目標に約５００筆を目指しましょう。

（８/1現在 １9８名分集計）

５ 組織運営の向上

○情報交換のツールとして「千葉スキー協だより」を発行しました。

No１０～ No１２までの３号を発行しました。

各クラブにもご協力いただき、クラブ事務局などから原稿もお寄せいただきま

したが、まだ、編集発行が個人に依拠している現状があるため，引き続き編集発

行の集団体制構築に努めていく必要があります。
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さらに，一人一人の会員の手元に届けられるためのメール配信も着実に増えて

はいるものの、アドレスの把握などの問題もあり、一部手元に届けられていない

方もいらっしゃいます。そうした中で、会員外の方にもお読みいただいています。

○年間を通じて月１回以上の運営委員会を開催しました。

コロナ禍のため、何回か中止せざるを得ませんでしたが、ほぼ月１回ペースの会

議を開催してきました。

○全国スキー協常任理事として東山さんを送り出し、全国スキー協の活動を支えま

した。

また、技術部に本田さんを、競技部に佐々木さんを送り出しました。

○新日本スポーツ連盟千葉県連盟の副理事長として本田さんを、事務局長に佐々木

さんを、理事として東山さんを送り、その活動を支えました。

○新日本スポーツ連盟千葉県連盟のホームページに、千葉スキー協のホームページ

をアップしてありますが、さらなる活用について今後検討していく必要がありま

す。

会員を含めた多くの方にアクセスいただき、認知度を高めていく事が求められて

います。

URL http://njsf-chiba.perma.jp/skitop.html

６ その他

各クラブでの取り組みについては別紙のとおりです
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自 至

5月12日 総会 真庭宅 19 素喜人

5月27日 29日 ハイキング 北志賀 3 華麗の会

6月1日 総会 二和病院 10 華麗の会

6月9日 入笠山ハイキング 入笠山 8 素喜人

6月16日 総会 船橋・道祖会館 10（23） 県スキー協

6月24日 総会 船橋Faceビル 7 スノーバレー

6月30日 湯の丸高原ハイキング 湯の丸高原 9 素喜人

7月20日 23日 夏の山行 苗場山 2 華麗の会

8月4日 5 日 ハイキングとラフティング 水上 8 素喜人

8月17日 18日 バーベキュー 千倉 10 華麗の会

9月7日 8 日 常磐ハワイアンセンター 福島県 7 素喜人

11月8日 11 日 しまなみ海道自転車ツアー 瀬戸内しまなみ海道 6 華麗の会

11月30日 ハイキング 佐倉散歩 9 スノーバレー

11月16日 学習会 船橋・道祖会館 13 県スキー協

12月8日 10 日 北海道初滑り 北海道 9 素喜人

12月14日 17日 北海道ツアー 北海道・富良野 5 華麗の会

12月19日 忘年会 14 素喜人

12月21日 23日 初滑り かぐら 14 華麗の会

1月11日 13日 会津高畑スキーツアー 民宿駒口 8 華麗の会

1月19日 21日 尾瀬岩鞍スキーツアー 群馬県・尾瀬岩鞍 7 素喜人

1月19日 21 日 舞子スキーツアー セントレジャー舞子 12 スノーバレー

1月27日 29日 北志賀スキーツアー 北志賀 4 華麗の会

2月1日 4 日 妙高杉の原スキーツアー 新潟県妙高高原 11 素喜人

2月8日 11 日 千葉県スキー祭典 長野県・志賀高原 50 県スキー協

3月6日 8 日 県合同行事・春スキー 志賀高原 9 素喜人

3月19日 22日 春スキーツアー 猫魔・グランデコ 4 華麗の会

3月22日 24日 春スキーツアー 妙高高原 6 華麗の会

2019-20シーズン　各クラブでの取組み

カンボジア・ベトナ
ム・

素喜人

日程
内容 場所 クラブ名参加者数

海外ツアー20日10月15日 12
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至

9日（日） 全国勤労者スキー協議会代表者会議

神奈川スキー協50周年記念レセプション

東京スキー協サマーセミナー

8日（日） 全国勤労者スキー協議会中央研修会

22日（日） 関東ブロックスキーテクニカルフェスタ

23日（日） 神奈川スキー協指導員検定会

1日（日） 全国スキー競技会

15日（日） 関東ブロック春のスキーテクニカルフェスタ

5日（日） 関西ブロックレベルアップ講習

2019年6月8日（土）

自

　延べ4名が参加しました。（東山全国常任理事、鳴海、本田）
組織拡大について、各都道府県での取り組みについて意見の交換が行われ、理事会か
らは待ったなしの状況にある旨の報告がありました。
　8日の夕方には全国スキー協の50周年記念レセプションが開催され、4名が参加し
ました。

日時
行事名

2020年4月4日（土）

志賀一の瀬スキー場を会場に開催されました。
千葉からは佐々木さんが参加し、関西ブロックにおける指導技術を学んできました。

志賀一の瀬スキー場を会場に開催されました。
千葉からは東山さんと佐々木さんが指導員研修の一環として参加し、小回り技術を受
講しました。

2019年6月22日（土）

　本田技術部長が参加しました。
　指導員検定を神奈川で受験し合格した児玉さんがメッセージを送りました。

2019年９月8日（日）

　5名が参加しました。
　１．全国スキー協指導員部長福島さんの講演
　2．全国スキー協教育技術局長荻原さんの新教程に関する講演
　3．志賀高原一ノ瀬の北村さん（北村スノースポーツスクール代表） から高齢者の
　　　スキー指導についてという演目で講演いただきました。
　　高齢者比率の高い千葉県にも参考となる話でした。

2019年12月21日（土）

志賀一の瀬スキー場を会場に開催されました。
千葉からは佐々木さんが指導員研修の一環として参加しました。

2019年12月7日

　志賀高原熊ノ湯スキー場を会場に指導員研修会が開催され，千葉から4名が参加し，
改訂教程について技術伝達を受けてきました。
　土日コースに佐々木さんが、9日～10日の平日コースに東山、本田、児玉さんの3
人が参加しました。
　7日には関東ブロックの技術部会も開催され、佐々木さんが参加しました。

2020年3月13日（金）

2020年2月22日（土）

佐々木さんが検定員として要請され，参加しました。

2020年2月28日（金）

長野県戸狩スキー場で開催されましたが、千葉県からは他のツアーと日程が重なった
りしたため、1名の参加でした。
競技大会は初日大回転（ＧＳ）2本，2日目回転（ＳＬ）で競われ、都道府県対抗で千
葉は埼玉に次いで11位の成績でした。
個人では、ＳＬの男子4部で佐々木さんが2位に入賞しました。
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2020年度シーズン 活動方針（案）

１ 会員拡大とクラブ増を目標に活動します

スキーの楽しみを多くの人と分かち合えるように会員とクラブを増やしていきま

しょう。

今年も各クラブ１名の会員拡大を目標にスキー仲間や知り合いに声をかけていき

ましょう。

また、「スキー協だより」や「ホームページ」を充実させ、ＨＰを見て会員にな

りたいと思えるように楽しい情報を伝えられるよう各クラブからの記事報告をあげ

ていきましょう。

２ 全国スキー協公認資格者を増やし、新しいスキー協の教程をもとに技術向上に取り

組みます

・指導員受験者を組織し援助除します。（中級3名、初級1名）

・技術部が中心になり、指導員が新しい教程を理解し身につけてクラブ会員に指

導できるよう研修会を計画します。

・指導員養成に参加することは個々の技術が向上することにつながります。多く

の方に参加を呼びかけます。

３ 行事を計画し開催します

・クラブ間の交流のために合同行事を計画すると共に各クラブのツアー情報を共

有し、お互いに参加できるようにしていきます。

・シーズン前の学習会を行います。

・スキー祭典につきましては、コロナ禍のもと、実施に向け検討してきましたが、

残念ながら今年度は実施を見送ることといたします。

・コロナ禍の中、大規模企画が３密防止や自治体からの要請により開催が制限さ

れる中、個人ベースや小規模のツアーをこまめに実施していくことが求められ

ると思います。

こうしたクラブや個人ベースでの小規模ツアー開催に当たって、県スキー協と

して、ゲレンデや宿の情報提供、指導員の派遣、計画立案など可能な範囲で支
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援させていただきます。

４ スポーツ連盟・全国スキー協，スキー協関東ブロック等の主催する行事に積極的に

参加します。

・千葉独自の行事はまだ少なく、他組織の行事に参加することで、技術向上・新

しい楽しみを見つける事につながります。

・全国スキー協の署名活動に協力し、多くの署名を集めましょう。競技スキーで

は世界に出て頑張っている若い人たちが多くいます。少しでも応援していきた

いものです。

５ 組織運営の向上をはかります。

・定期的に運営委員会 を開催し情報共有につとめます。

・活動がマンネリに陥ることなく、各クラブからの運営委員を中心に新しい意見

を大切にしていきます。

・スキー協だよりの発刊を続けます。編集会議を開催し、個人の力に頼っている

現状を改善するするよう努めます。



自 至

9月5日 県スキー協総会 船橋道祖会館 県スキー協

10月上旬 ハイキング 北海道 華麗の会

11月上旬 ハイキング スノーバレー

11月21日 スキー学習会 船橋道祖会館 県スキー協

1月24日 26日 合同ツアー（スノーバレー主管） 舞子ｽﾉｰﾘｿﾞｰﾄ スノーバレー

3月27日 28日 指導員研修会 田代 県技術部

ちばスキー協の予定（確定分）

2021/01/23～24

2021/03/06～07

2021/03/20～21

2021/04/17～18

志賀高原熊の湯スキー場or横手山スキー場

スノーボードクリニック　栂池高原

スノーボードフェスタ・研修会　黒姫高原

第47回全国スキー競技大会　鹿沢スキー場　関越ブロック
第２案

第47回全国スキー競技大会　戸狩温泉スキー場　関越ブロック　第１
案

STC＆デモ選　志賀高原熊の湯スキー場or横手山スキー場

セッター養成・検定会・研修会　野沢温泉スキー場

＊「素喜人」は今年度中は活動を休止します。

＊今後の予定がまだ立案できていないため、予定等については、確定次第ホームページ等でお
知らせします。

2020/09/05～06

2020/12/05～06　

2020/12/07～08

場所 主催

全国スキー協当面の日程

2021/02/06～07

2021/02/27～28

日程
内容

山スキー部会

中央研修会（兼 上級指導員養成/理論・実技）

志賀高原熊の湯スキー場or横手山スキー場

中央研修会（平日コース）
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